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間宮林蔵顕彰会

市議会

間
宮
林
蔵
は
「
北
海
道
開
拓
の
父
」
と
し
て
北
海
道

開
発
事
業
に
も
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
探
検
に
対
す
る
不
撓
不
屈
の
精
神
は
戦

前
の
教
科
書
に
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
吉よ

し
む
ら村 

昭あ
き
ら
、

洞ほ
ら 

富と
み
お雄
、
赤あ

か
ば羽 

栄え
い
い
ち一
な
ど
多
く
の
小
説
家
や
林
蔵

の
研
究
家
た
ち
が
そ
の
生
涯
を
描
い
て
い
ま
す
。
樺

太
探
検
の
起
点
で
あ
っ
た
宗
谷
で
は
林
蔵
は
身
近
な

存
在
と
し
て
親
し
ま
れ
、
記
念
事
業
と
し
て
「
林
蔵

ま
つ
り
」
や
「
間
宮
林
蔵
展
」
が
随
時
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
稚
内
市
宗
谷
岬
に
は
、
は
る
か
に
樺
太
を

望
む
林
蔵
の
「
立
像
」、
宗
谷
公
園
に
「
胸
像
」
が

置
か
れ
、
林
蔵
が
樺
太
に
向
か
っ
た
港
の
海
岸
に
は

「
渡と

か
ば樺
出
港
の
記
念
碑
」
が
あ
り
ま
す
。

　

地
元
上
平
柳
に
は
間
宮
林
蔵
の
生
家
が
復
元
保
存

さ
れ
、
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
貴
重
な
資
料
を
展
示

し
て
い
る
記
念
館
が
あ
り
ま
す
。

間
宮
林
蔵
顕
彰
会

篠
塚
会
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｑ
．
顕
彰
会
の
成
り
立
ち
か
ら
教
え
て
く
だ
さ
い

Ａ
．
平
成
５
年
、
伊
奈
町
（
当
時
）
上
平
柳
に
「
間

宮
林
蔵
記
念
館
」
が
開
館
し
ま
し
た
。
地
元
が

生
ん
だ
間
宮
林
蔵
先
生
の
偉
大
な
業
績
を
称
え

　

間
宮
林
蔵
は
２
３
７
年
前
、
上
平
柳
の
農
家
に
生

ま
れ
、
十
代
の
頃
、
才
能
を
認
め
ら
れ
江
戸
に
出
た

後
、
蝦
夷
（
現
北
海
道
）
で
会
っ
た
伊
能
忠
敬
に
本

格
的
な
測
量
術
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
多
く
の

苦
難
を
克
服
し
な
が
ら
二
回
に
わ
た
る
樺
太
探
検
の

末
、
間
宮
海
峡
を
発
見
し
た
世
界
に
名
だ
た
る
探
検

家
で
あ
り
、
世
界
地
図
に
そ
の
名
を
残
す
唯
一
の
日

本
人
で
す
。
ま
た
、
蝦
夷
全
土
を
測
量
し
、
伊
能
忠

敬
の
「
大
日
本
沿
海
輿よ

ち地
全
図
」
の
北
海
道
部
分
を

完
成
さ
せ
た
測
量
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

間
宮
林
蔵
と
は
ど
ん
な
人

間宮林蔵記念館↓
↑間宮林蔵生家

↓
間
宮
林
蔵
肖
像

表紙：右から　篠塚皓男会長、宮本鉄事務局長、山中光江副会長
　　　　　　　間宮久子副会長
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間
宮
林
蔵
顕
彰
会
長
の
篠
塚
様
、
本
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
翁
は
世
界
地
図
に
名

を
残
す
郷
土
の
偉
人
で
す
。
つ
く
ば
み
ら
い
市

の
誇
り
と
し
て
後
世
に
伝
え
る
大
切
な
事
業
で

す
。
本
委
員
会
と
し
て
も
多
く
の
方
々
の
入
会

を
お
勧
め
す
る
次
第
で
す
。

（
取
材
者
：
坂
洋
、
今
川
英
明
） 顕彰会の皆さん（林蔵ウォーク）

館
や
林
蔵
の
墓
地
を
訪
れ
る
人
々
の
た
め
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
も
当
会
員
が
務
め
て
い
ま

す
。

Ｑ
．
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

は
あ
り
ま
す
か

Ａ
．
２
１
０
年
も
前
に
最
後
は
単
身
で
間
宮
海
峡
を

発
見
し
た
探
検
家
と
し
て
、
ま
た
測
量
家
と
し

て
の
偉
業
を
、
後
々
ま
で
郷
土
の
生
ん
だ
偉
人

と
し
て
称
え
顕
彰
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
願
っ

て
い
ま
す
。
是
非
、
記
念
館
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。
会
員
の
高
齢
化
と
と
も
に
会
員

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
何
と
し
て
も
顕

彰
の
火
は
消
し
た
く
な
い
、
未
来
に
語
り
継
い

で
い
き
た
い
と
の
思
い
で
事
業
の
継
続
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
間
宮
林
蔵
顕
彰
事
業
に
一
人
で

も
賛
同
者
が
増
え
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
会
で
は
顕
彰
会
の
活
動
に
賛
同

し
て
頂
け
る
方
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

る
会
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
会
員
を
募
っ
た
と

こ
ろ
予
想
以
上
の
応
募
を
得
、
念
願
で
あ
っ
た

「
間
宮
林
蔵
顕
彰
会
」
設
立
総
会
を
平
成
６
年

９
月
23
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
稚
内
市
に
お

い
て
も
同
年
10
月
22
日
に
同
名
の
顕
彰
会
が
設

立
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

Ａ
．
会
の
事
業
は
①
顕
彰
事
業
、
②
研
究
事
業
、
③

広
報
事
業
の
３
本
柱
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
顕

彰
事
業
部
で
は
毎
年
林
蔵
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね

る
「
林
蔵
ウ
ォ
ー
ク
」
な
ど
を
実
施
し
林
蔵
の

業
績
を
広
く
顕
彰
し
て
い
ま
す
。
研
究
事
業
部

で
は
今
ま
で
未
整
理
の
資
料
を
様
々
な
角
度
か

ら
研
究
し
て
お
り
、
い
ま
だ
謎
の
多
い
林
蔵
の

活
躍
の
驚
く
べ
き
新
発
見
・
再
発
見
が
続
い

て
い
ま
す
。
広
報
事
業
部
で
は
林
蔵
に
関
す
る

い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
掲
載
し
た
広
報
紙
を
年
２

回
発
行
し
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
事
業
内
容
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
間
宮
林
蔵
記
念
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●
第
３
回
定
例
会
で
審
査
し
た
案
件

　
市
長
提
出
案
件	
27
件

　
請
　
　
　
　
願	

1
件

計
28
件

第
３
回
定
例
会８

月
30
日
～
９
月
19
日　
（
21
日
間
）

つ
く
ば
み
ら
い
市
の

　
　
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

議
案
審
議

　

今
定
例
会
で
は
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
会
は
付
託
さ
れ
た
認
定
第
１
号

か
ら
認
定
第
８
号
及
び
議
案
第
40
号
に
つ
い
て
、
９
月
11
日
、
12
日
及
び
13
日
の
３
日

間
に
わ
た
り
開
催
し
、
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

◎
平
成
28
年
度
の
各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
額
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

決
算
特
別
委
員
会
で
、

平
成
28
年
度
決
算
を
審
査
し
ま
し
た

ここに注目

一般会計
歳入決算額　216億4,060万　999円

歳出決算額　205億5,022万9,907円

国民健康保険特別会計
歳入決算額　  60億3,328万3,230円

歳出決算額　  58億1,473万7,039円

後期高齢者医療特別会計
歳入決算額　    4億1,672万　197円

歳出決算額　    4億1,502万4,415円

介護保険特別会計
歳入決算額　  34億5,793万5,088円

歳出決算額　  32億6,580万2,025円

公共下水道事業特別会計
歳入決算額　  11億2,606万5,236円

歳出決算額　  10億5,497万7,837円

農業集落排水事業特別会計
歳入決算額　    4億4,066万　931円

歳出決算額　    4億1,350万4,358円

市営分譲住宅特別会計
歳入決算額　      　4,243万5,636円

歳出決算額　      　4,123万5,306円

水道事業会計

収益的収入　  15億　228万1,055円

収益的支出　  12億4,997万2,074円

資本的収入　    7億　776万7,480円

資本的支出　  14億6,770万　211円

水道事業会計剰余金の処分
当年度末未処分利益剰余金	 8億8,815万1,512円
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政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
つ
く
ば
み
ら
い

市
政
治
倫
理
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を
求
め
ら
れ
、

次
の
方
の
委
嘱
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

坂さ
か
く
ら倉　

悦え
つ
こ子 

（
再
任
）　

紫
峰
ヶ
丘

　
　
　
　

飯い
い
だ田　

廣ひ
ろ
し　

 

（
再
任
）　

高
岡

　
　
　
　

原は
ら
だ田　

健け
ん
じ至 

（
再
任
）　

谷
井
田

　
　
　
　

江え
と
う藤　

憲の
り
お雄 

（
新
任
）　

西
ノ
台
南

　
　
　
　

塩し
お
い
り入　

誠せ
い
じ次 

（
新
任
）　

南
太
田

　

現
監
査
委
員
の
辞
職
に
伴
い
、
新
た
に
監
査
委
員
を
選
任
す
る

た
め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を
求
め
ら
れ
、

次
の
方
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

秋あ
き
た田　

信の
ぶ
ひ
ろ博 

（
新
任
）　

鬼
長

　

発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
「
い
じ
め
問
題
」
に
つ
い
て
、
様
々
な
事
案

に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
組
織
の
強
化
を
図
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

現
行
の
条
例
内
容
で
は
、
何
が
不
備
で
あ
っ
た
の
か
。

主
な
改
正
内
容
は
、
当
市
に
お
い
て
「
重
大
な
い
じ
め
問

題
」
が
発
生
し
た
場
合
、、
教
育
委
員
会
が
設
置
す
る
「
調

査
委
員
会
」、
市
長
が
設
置
す
る
「
再
調
査
委
員
会
」
の
委

員
定
数
を
５
名
以
内
か
ら
10
名
以
内
に
改
正
に
す
る
こ
と

で
、
様
々
な
事
案
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
も

の
で
あ
る
。

人
事
紹
介
に
つ
い
て

Pick up2

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

組
織
の
強
化
を
図
り
ま
す

Pick up1
こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

ＱＡ

同
意
第
３
～
７
号　
政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

同
意
第
８
号　
　
　
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
議
案
第
39
号　
つ
く
ば
み
ら
い
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
等
条
例
の

	

一
部
を
改
正
す
る
条
例
）
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議案番号 議　　　　案　　　　名 結　　果

報告第 6 号 健全化判断比率等の報告について　 報 告

報告第 7 号 平成２８年度つくばみらい市一般会計継続費精算報告書について　 報 告

同意第 3 号 政治倫理審査会委員の委嘱について 同 意

同意第 4 号 政治倫理審査会委員の委嘱について 同 意

同意第 5 号 政治倫理審査会委員の委嘱について 同 意

同意第 6 号 政治倫理審査会委員の委嘱について 同 意

同意第 7 号 政治倫理審査会委員の委嘱について 同 意

同意第 8 号 監査委員の選任について 同 意

議案第37号 つくばみらい市議会議員及び市長の選挙における選挙運動用自動車の使用及び選
挙運動用ポスターの作成の公費負担に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第38号 つくばみらい市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公費負担に関する条例
の一部を改正する条例 原案可決

議案第39号 つくばみらい市いじめ問題対策連絡協議会等条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第40号 平成２８年度つくばみらい市水道事業会計剰余金の処分について　 原案可決

議案第41号 再構築工事委託に関する協定の締結について 原案可決

議案第42号 平成２９年度つくばみらい市一般会計補正予算（第２号）　 原案可決

議案第43号 平成２９年度つくばみらい市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）　 原案可決

議案第44号 平成２９年度つくばみらい市介護保険特別会計補正予算（第２号）　 原案可決

議案第45号 平成２９年度つくばみらい市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）　 原案可決

議案第46号 平成２９年度つくばみらい市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）　 原案可決

議案第47号 平成２９年度つくばみらい市水道事業会計補正予算（第１号）　 原案可決

認定第 1 号 平成２８年度つくばみらい市一般会計決算認定について　 原案認定

認定第 2 号 平成２８年度つくばみらい市国民健康保険特別会計決算認定について　 原案認定

認定第 3 号 平成２８年度つくばみらい市後期高齢者医療特別会計決算認定について　 原案認定

認定第 4 号 平成２８年度つくばみらい市介護保険特別会計決算認定について　 原案認定

認定第 5 号 平成２８年度つくばみらい市公共下水道事業特別会計決算認定について　 原案認定

認定第 6 号 平成２８年度つくばみらい市農業集落排水事業特別会計決算認定について　 原案認定

認定第 7 号 平成２８年度つくばみらい市市営分譲住宅特別会計決算認定について　 原案認定

認定第 8 号 平成２８年度つくばみらい市水道事業会計決算認定について　 原案認定

平成２９年（８・９月）　第３回定例会　　議決一覧表

番　号 請願・陳情名 結　　果

請願第 4 号 福岡工業団地土地区画整理事業における市の財政措置に関する請願 採　　択

陳情第 2 号 「全国森林環境税の創設に関する意見書採択」に関する陳情について 全議員及び執行部に配布
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議
案
質
疑

第
３
回
定
例
会

第
３
回
定
例
会

討

論

議
案
第
39
号
…
…
…
…
…
…
…
…

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
い
じ
め
問
題

対
策
連
絡
協
議
会
等
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

【
質
疑
者
】　
野
口
修
議
員

議
案
第
42
号
…
…
…
…
…
…
…
…

　
平
成
29
年
度
つ
く
ば
み
ら
い
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

設
置
事
業
に
つ
い
て

【
質
疑
者
】　
古
川
よ
し
枝
議
員

　
議
案
第
42
号
…
…
…
…
…
…
…
…

　
平
成
29
年
度
つ
く
ば
み
ら
い
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
文
化
財
保
存
支
援
事
業
に
つ
い

て
【
質
疑
者
】　
野
口
修
議
員

議
案
第
40
号

　
平
成
28
年
度
つ
く
ば
み
ら
い
市

水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分

に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】

　
古
川
よ
し
枝
議
員

議
案
第
42
号

　
平
成
29
年
度
つ
く
ば
み
ら
い
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

【
反
対
討
論
】

　
柿
沼
朋
幸
議
員

認
定
第
１
号

　
平
成
28
年
度
つ
く
ば
み
ら
い
市

一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】

　
古
川
よ
し
枝
議
員

【
賛
成
討
論
】

　
伊
藤
正
実
議
員

認
定
第
２
号

　
平
成
28
年
度
つ
く
ば
み
ら
い
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】

　
柿
沼
朋
幸
議
員

認
定
第
８
号

　
平
成
28
年
度
つ
く
ば
み
ら
い
市

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

【
反
対
討
論
】

　
古
川
よ
し
枝
議
員

【
賛
成
討
論
】

　
小
田
川
浩
議
員

請
願
第
４
号

　
福
岡
工
業
団
地
土
地
区
画
整
理

事
業
に
お
け
る
市
の
財
政
措
置

に
関
す
る
請
願

【
反
対
討
論
】

　
古
川
よ
し
枝
議
員

【
賛
成
討
論
】

　
小
田
川
浩
議
員
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皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生

活
に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

　
質
問
は
、
議
員
本
人
が
概
ね
２
０
０
字
を
目

安
に
要
約
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
と
は
？

質
問
議
員
11
名
　
　
質
問
25
項
目

●
野
口
議
員

　
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
賄
っ
て
い
く
、

食
の
問
題
だ
け
で
な
く
て
、
公
共
交
通
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

環
境
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
る
と
思

う
。
そ
れ
を
地
域
循
環
し
て
持
続
可
能

な
地
域
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
あ

る
。

　
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
は
ど
こ
か
ら
始
め

れ
ば
い
い
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
と
、
食
か
ら
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
た
。

　
市
の
食
の
豊
か
さ
を
地
域
に
還
元
す

る
施
策
と
し
て
「
朝
市
」
が
あ
る
が
、

今
後
の
展
開
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

●
市
民
経
済
部
長

　
地
域
の
若
手
農
業
者
で
構
成
さ
れ
た

「
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
」
が
市
観
光
協
会
と
連
携

し
、試
験
的
に
み
ら
い
平
地
区
で「
朝
市
」

を
３
回
実
施
し
た
が
、
い
く
つ
か
の
課

題
に
よ
り
、
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

　
今
後
、
生
産
者
の
方
々
の
ご
意
見
を

参
考
に
、
関
係
機
関
と
協
力
し
、
生
産

者
と
消
費
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
築
け
る
よ
う
な
施
策
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
協
力
し
な
が
ら
、
地
域
の
皆

様
に
、
地
域
農
産
物
の
利
用
を
拡
大
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
つ

い
て

　
☆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
に
つ
い

て

野口　修
　　　 議員

地
産
地
消
の
施
策
に
つ
い
て
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今川　英明
議員

財
政
に
つ
い
て

●
今
川
議
員

　
市
が
示
し
た
財
政
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
と
、
３
年
後
の
平
成
31
年
度

以
降
は
マ
イ
ナ
ス
予
算
に
入
る
状
況
で

あ
る
。
起
債
（
借
金
）
増
加
と
歳
出
の

固
定
化
に
よ
る
も
の
と
思
う
が
、
特
に

合
併
特
例
債
事
業
（
２
０
８
億
円
）
は
、

当
初
の
説
明
で
は
事
業
費
の
市
負
担
は

一
部
で
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
で
措

置
さ
れ
る
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。
そ
れ

が
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
見
え
な
い

状
況
で
あ
り
、
こ
れ
は
国
の
詐
欺
的
な

話
で
は
な
い
か
。
約
束
を
守
る
よ
う
に

要
望
等
を
行
い
、
財
政
が
持
続
可
能
な

状
況
を
整
え
安
心
な
環
境
を
構
築
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

●
市
長

　
本
市
の
財
政
状
況
、
財
政
見
通
し
は
、

大
変
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
私
を
始
め

全
職
員
が
、
現
年
度
予
算
の
執
行
に
際

し
て
も
、
不
要
不
急
な
歳
出
を
抑
え
る

な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
歳
出
抑
制
に

努
め
て
い
く
。

　
市
税
に
つ
い
て
は
、
本
市
は
県
内
で

も
高
い
収
納
率
を
維
持
し
て
い
る
が
、

こ
れ
を
さ
ら
に
高
め
る
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

　
さ
ら
に
、
今
後
の
予
算
編
成
に
際
し

て
は
、
将
来
の
本
市
の
財
政
運
営
が
持

続
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
聖
域
な
き
歳

出
削
減
と
、
あ
ら
ゆ
る
歳
入
の
確
保
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
つ
い
て

　
☆
狭
隘
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

　
☆
高
齢
者
の
安
心
安
全
に
つ
い
て

●
伊
藤
議
員

　
「
振
り
込
め
詐
欺
」な
ど
の
詐
欺
被
害

の
増
加
に
伴
い
、
市
内
高
齢
者
が
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
の
防
止
策
と
し
て
、

「
迷
惑
電
話
防
止
装
置
（
特
殊
詐
欺
対
策

機
器
）」が
有
効
と
聞
く
。
い
ろ
い
ろ
な

機
種
が
あ
り
、
他
市
で
も
導
入
し
て
い

る
事
例
が
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
も
特

殊
詐
欺
被
害
防
止
の
観
点
か
ら
、
他
市

の
事
例
を
参
考
に
高
齢
者
の
希
望
者
に

対
し
て
機
器
の
無
償
貸
与
を
す
べ
き
と

提
案
す
る
が
、市
の
考
え
を
伺
う
。

　
ま
た
、
市
の
担
当
各
部
署
及
び
警
察

と
の
連
携
・
協
力
に
つ
い
て
は
い
か
が

か
。

●
市
民
経
済
部
長

　
「
迷
惑
電
話
防
止
装
置
」に
つ
い
て
は
、

着
信
拒
否
の
機
能
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

対
策
の
一
つ
と
し
て
は
有
効
だ
と
思
う
。

ご
紹
介
い
た
だ
い
た
事
例
を
参
考
に
、

ま
た
、関
係
各
課
と
の
協
議
を
含
め
、調

査
・
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
総
務
部
長

　
総
務
部
と
し
て
は
、
常
総
警
察
署
よ

り
特
殊
詐
欺
に
関
す
る
多
発
警
報
等
の

情
報
が
入
っ
た
ら
、そ
の
都
度
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、今
年
の
８
月
か
ら
は
、市
内

に
お
い
て
特
殊
詐
欺
が
連
続
し
て
発
生

し
、常
総
警
察
署
よ
り
依
頼
が
あ
り
、防

災
行
政
無
線
で
そ
の
手
口
等
を
放
送
し

注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

　
市
民
サ
ポ
ー
ト
課
と
安
心
安
全
課
が

情
報
を
共
有
し
た
上
で
対
応
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
財
政
に
つ
い
て

伊藤　正実
議員

特
殊
詐
欺
対
策
に
よ
る
「
迷
惑
電
話
防
止
装
置

（
特
殊
詐
欺
対
策
機
器
）」の
無
償
貸
与
に
つ
い
て
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●
小
田
川
議
員

　
現
在
、
市
の
財
政
状
況
は
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ

の
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺

う
。

　
ま
た
、
こ
の
厳
し
い
状
況
を
乗
り
切

る
た
め
に
は
、
事
業
の
見
直
し
が
必
要

と
考
え
る
が
、
本
年
度
か
ら
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
政
策
評
価
の
進
捗
状
況

と
内
容
を
伺
う
。

●
総
務
部
長

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
状
況
を

10
年
前
と
比
較
す
る
と
、
市
税
収
入
は

１・２
倍
と
な
っ
た
が
、歳
出
規
模
は
１・

６
倍
、
地
方
債
残
高
は
１・９
倍
に
な
っ

て
お
り
、
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し

て
対
応
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
現
状
の
ま
ま
で
は
今
後
の
予
算
編
成

に
支
障
を
き
た
す
、
今
ま
で
に
な
い
大

変
厳
し
い
財
政
状
況
、
見
通
し
で
あ
る
。

●
市
長
公
室
長

　
施
策
評
価
は
、
個
別
の
事
務
事
業
を

評
価
し
た
上
で
、
さ
ら
に
施
策
単
位
で

束
ね
て
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
、
事
業

間
の
優
先
順
位
づ
け
が
可
能
と
な
る
。

　

導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
は
制
度
設
計
の
完
成
を
予
定
し

て
お
り
、
平
成
30
年
度
は
現
総
合
計
画

に
よ
る
試
行
を
行
い
、
平
成
31
年
度
に

次
期
総
合
計
画
に
お
け
る
本
格
実
施
を

予
定
し
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
中
学
生
議
会
に
つ
い
て

●
飯
村
議
員

　
現
在
、
市
内
の
子
育
て
支
援
員
の
資

格
取
得
者
数
は
ど
れ
ぐ
ら
い
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
市
内
の
施
設
に
お
い
て
子
育

て
支
援
員
を
受
け
入
れ
て
い
る
施
設
は

あ
る
の
か
。

　
私
は
、
こ
の
制
度
は
待
機
児
童
解
消

に
向
け
た
よ
い
制
度
だ
と
思
っ
て
い
る

が
、
市
で
は
こ
の
子
育
て
支
援
員
の
制

度
を
今
後
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
の
か
。

　
ま
た
、
現
在
行
っ
て
い
る
施
策
や
検

討
し
て
い
る
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

●
保
健
福
祉
部
長

　
本
市
に
お
け
る
子
育
て
支
援
員
の
資

格
取
得
者
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

度
４
名
、
平
成
28
年
度
12
名
の
方
が
認

定
を
受
け
て
い
る
。
受
け
入
れ
施
設
に

つ
い
て
は
、
市
内
で
は
認
定
こ
ど
も
園

２
園
で
３
名
、
小
規
模
保
育
施
設
２
園

で
３
名
の
計
６
名
の
方
が
雇
用
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
施
設
雇
用
で
は
な
い
が

市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
所
属
す
る

２
名
の
方
も
い
る
。

　
本
市
の
活
用
状
況
と
し
て
は
、
認
定

こ
ど
も
園
で
は
保
育
補
助
と
し
て
、
小

規
模
保
育
施
設
で
は
保
育
士
と
同
様
の

身
分
と
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
市
が
運
営
す
る
子
育
て
支
援
室
フ

ラ
ワ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
待
機
児
童
解
消

対
策
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
保
育
の
担

い
手
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
制
度

の
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
忍
者
を
利
用
し
た
観
光
施
策
に
つ

い
て

飯村　裕一
議員

子
育
て
支
援
員
に
つ
い
て

小田川　浩
議員

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
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海老原　弘
議員

市
長
の
公
約
に
つ
い
て

●
染
谷
議
員

　
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
今
後
い
つ

起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
へ
の
備
え

は
益
々
重
要
と
な
る
。

　
そ
こ
で
、
茨
城
放
送
が
Ｆ
Ｍ
守
谷
局

を
開
局
し
た
が
、
本
市
も
災
害
時
に
お

け
る
要
請
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、

災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
を
強
化
し
て

は
ど
う
か
。

　
備
蓄
は
、
す
べ
て
ア
レ
ル
ギ
ー
原
因

食
品
27
品
目
を
使
用
し
な
い
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
製
品
に
変
え
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
本
市
の
出
生
率
は
高
く
１
歳
未

満
の
乳
児
が
本
年
４
月
現
在
で
５
２
６

人
で
あ
る
。
そ
こ
で
災
害
時
で
も
洗
浄

や
消
毒
が
必
要
の
な
い
、
使
い
捨
て
哺

乳
瓶
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

●
総
務
部
長

　
茨
城
放
送
と
の
災
害
時
に
お
け
る
放

送
要
請
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
情
報
伝
達
の
手
段
の
一
つ
と
し

て
、
今
年
の
６
月
よ
り
災
害
協
定
に
向

け
た
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
年
度
内
を
目
途
に
協
定
締
結
を
行

え
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

市
で
は
非
常
用
備
蓄
食
糧
と
し
て
、

先
月
末
現
在
で
１
万
５
千
４
５
４
食
を

備
蓄
し
て
お
り
、そ
の
う
ち
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
食
と
し
て
ラ
イ
ス
ク
ッ
キ
ー
を

３
千
48
食
を
備
蓄
し
て
い
る
。

　
最
近
で
は
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
品
の

品
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
計
画
的

に
購
入
し
、
品
数
及
び
備
蓄
数
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。
使
い
捨
て
哺

乳
瓶
の
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
ミ
ル
ク
と

併
せ
て
前
向
き
に
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。

●
海
老
原
議
員

　
市
長
は
、
７
年
前
の
公
約
で
、
報
酬

の
30
％
カ
ッ
ト
を
公
約
し
、
議
会
の
了

承
を
得
た
と
思
う
が
、
２
期
目
は
公
約

に
も
し
な
か
っ
た
が
、
市
民
か
ら
「
な

ぜ
や
め
ら
れ
た
の
か
が
わ
か
ら
な
い
」

と
私
に
質
問
さ
れ
た
が
、
市
長
が
な
ぜ

そ
の
よ
う
に
し
た
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
そ
の
結
果
、
ど
れ
だ
け
の
お

金
が
節
約
に
な
っ
た
の
か
、
市
民
に
わ

か
る
よ
う
に
改
め
て
伺
う
。

●
市
長

　
私
は
平
成
22
年
の
市
長
選
挙
に
出
馬

す
る
前
か
ら
、
市
の
予
算
・
決
算
書
を

調
査
し
て
お
り
、「
削
減
で
き
る
と
こ
ろ

が
あ
り
、
削
減
し
た
予
算
で
市
民
の
た

め
に
な
る
別
の
こ
と
が
で
き
る
」
と
考

え
て
い
た
。
そ
こ
で
、
総
務
費
や
土
木

費
の
削
減
に
併
せ
て
市
長
給
与
を
カ
ッ

ト
し
、
そ
の
削
減
し
た
予
算
で
、
小
中

一
貫
教
育
制
度
の
導
入
や
マ
ル
福
制
度

の
拡
充
、
そ
し
て
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
導
入
な
ど
を
公
約
に
掲
げ
た
。

　
市
長
就
任
後
は
、
ム
リ
・
ム
ダ
・
ム

ラ
の
解
消
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
徹
底
な
ど
行

財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
こ
れ
が
功
を

奏
し
、
１
期
目
の
公
約
で
掲
げ
た
こ
と

が
任
期
中
に
実
現
で
き
た
も
の
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
長
給
与
の

カ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
当
面
そ
の
役
目

は
終
わ
っ
た
と
考
え
、
一
つ
の
区
切
り

と
し
て
２
期
目
で
は
公
約
に
掲
げ
な

か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
江
戸
（
歴

史
公
園
）
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

染谷　礼子
議員

災
害
対
策
に
つ
い
て



12つくばみらい市議会だより

鐘ケ江　礼生奈
議員

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
つ
い
て

●
柿
沼
議
員

　
今
年
度
の
統
廃
合
計
画
の
進
捗
に
つ

い
て
伺
う
。

　
小
規
模
校
の
存
続
の
選
択
に
つ
い
て

は
昨
年
度
の
６
月
議
会
で
前
教
育
長
は
、

文
科
省
の
手
引
き
の
中
の
「
小
規
模
校

を
存
続
さ
せ
る
場
合
の
教
育
の
充
実
」

の
項
目
を
示
し
な
が
ら
「
各
小
学
校
は

長
い
歴
史
と
伝
統
を
有
し
て
お
り
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
と
な
る
施

設
。
小
規
模
校
の
存
続
を
含
め
、
丁
寧

に
進
め
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
。
こ
の

こ
と
が
そ
の
後
の
教
育
委
員
会
全
体
の

認
識
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

●
教
育
部
長

　
平
成
29
年
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
31

年
度
を
目
標
に
進
め
て
い
る
第
１
グ

ル
ー
プ
の
「
板
橋
小
・
東
小
」
を
優
先

し
、
特
に
東
小
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
と
は
、

５
月
と
８
月
に
意
見
交
換
会
を
実
施
し

た
。
ま
た
、第
２
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
「
谷

井
田
小
・
三
島
小
・
豊
小
」
に
つ
い
て

は
、
６
月
に
豊
小
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
者

の
方
々
と
、
三
島
小
に
お
い
て
も
、
６

月
と
８
月
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
者
と
意
見

交
換
を
実
施
し
た
。

●
教
育
長

　
前
教
育
長
の
答
弁
に
つ
い
て
は
、
も

ち
ろ
ん
認
識
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い
教
育
環
境
を

提
供
し
て
い
く
こ
と
を
第
一
に
考
え
、

子
ど
も
た
ち
が
集
団
の
中
で
、
多
様
な

考
え
に
触
れ
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
を

通
じ
て
表
現
力
や
判
断
力
な
ど
を
育
み
、

社
会
性
や
規
範
意
識
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
教
育

を
行
う
に
は
、
一
定
規
模
の
児
童
を
確

保
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
今
後

も
引
き
続
き
充
分
な
説
明
を
行
い
、
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
丁
寧
に
進
め
て
い

く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
健
診
費

用
の
助
成
に
つ
い
て

●
鐘
ケ
江
議
員

　
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
、

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。
市
内
で
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

実
施
状
況
は
ど
う
か
。

　
リ
オ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
が
銀

メ
ダ
ル
を
獲
っ
た
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
は
、

障
害
の
有
無
を
越
え
て
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
で
も
あ
り
、
市
内
に
ボ
ッ
チ
ャ
の
で

き
る
施
設
整
備
、
教
室
や
大
会
を
開
催

し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
障
が

い
者
か
ら
健
常
者
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
誰
も
が
触
れ
あ
え
る
「
ボ
ッ
チ
ャ

の
ま
ち
」
に
し
て
は
ど
う
か
。

●
保
健
福
祉
部
長

　
総
合
福
祉
施
設
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ

い
の
丘
に
お
け
る
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
一
例
と
し
て
、フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
・
輪
投
げ
・
ボ
ッ
チ
ャ
等
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
県
内
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
に
参
加
し
て
い

る
が
、
大
会
参
加
者
の
固
定
化
及
び
高

齢
化
が
課
題
で
あ
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
者
の
方

は
も
と
よ
り
健
常
者
の
方
に
対
し
て
も

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
広
く
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
広
報
紙
な
ど
で
紹
介

し
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
裾
野
を
広

げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
教
育
部
長

　
総
合
運
動
公
園
に
お
い
て
は
、
障
が

い
者
を
含
む
団
体
が
団
体
登
録
を
し
て
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
や
ボ
ッ
チ
ャ
、
ス
ポ
ー

ツ
お
手
玉
な
ど
の
競
技
を
行
い
、
年
間

約
20
回
程
度
利
用
し
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
空
家
対
策
に
つ
い
て

　
☆
学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

柿沼　朋幸
議員

小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
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●
坂
議
員

　
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
地
域
の

自
主
防
災
組
織
が
大
切
な
も
の
と
な
る
。

本
市
の
防
災
組
織
率
は
、
市
の
全
世
帯

の
何
割
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
が
で
き
る
地

域
と
で
き
な
い
地
域
の
要
因
は
ど
こ
に

あ
る
か
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
行
い
、

組
織
の
要
望
や
活
動
状
況
を
把
握
し
て

市
の
防
災
力
を
高
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
の
後

押
し
が
で
き
る
よ
う
な
様
々
な
防
災
に

関
す
る
参
考
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
は
ど
う
か
。

●
総
務
部
長

　
自
主
防
災
組
織
の
結
成
数
は
、
平
成

29
年
８
月
１
日
現
在
で
36
組
織
、
世
帯

割
り
で
は
約
25
％
で
あ
る
。

　
ま
た
、
結
成
が
進
ま
な
い
要
因
に
つ

い
て
は
、
結
成
さ
れ
な
い
地
域
の
多
く

は
既
存
集
落
で
あ
り
、元
々
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

結
成
し
な
く
て
も
困
ら
な
い
と
の
考
え

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
実
態
調
査
を
行
い
要
望
や
活
動
状
況

を
把
握
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
な

こ
と
だ
と
思
い
、
既
存
の
組
織
だ
け
で

は
な
く
、
未
結
成
で
あ
る
地
域
も
調
査

を
行
い
た
い
。

　
今
後
は
市
に
お
い
て
も
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
自
主
防
災
組
織
に
関
す
る
資
料
や

規
約
、
計
画
等
の
資
料
を
掲
載
し
、
情

報
を
提
供
し
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、

活
動
が
停
滞
し
て
い
る
組
織
も
あ
る
の

で
、
研
修
等
の
案
内
を
積
極
的
に
行
う

な
ど
、
地
域
防
災
力
の
強
化
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
ガ
ン
検
診
に
つ
い
て

●
古
川
議
員

　

市
は
20
の
保
育
施
設
で
定
員
１
千

４
４
４
人
を
確
保
し
て
い
る
が
、
待
機

児
童
は
増
加
し
29
人
に
。
施
設
の
平
均

利
用
率
は
90
％
で
あ
る
が
、
認
可
保
育

施
設
は
45
％
か
ら
１
２
０
％
と
幅
が
あ

る
。
利
用
率
が
低
い
の
は
保
育
士
が
確

保
で
き
な
い
か
ら
。
市
は
待
機
児
童
対

策
と
し
て
保
育
士
の
配
置
基
準
を
緩
和

し
た
企
業
主
導
型
保
育
所
を
あ
げ
て
い

る
が
、
認
可
保
育
所
で
の
保
育
士
を
増

や
す
市
独
自
の
処
遇
改
善
対
策
を
す
べ

き
。
国
の
緊
急
対
策
に
も
あ
る
保
育
士

の
家
賃
補
助
制
度
は
雇
用
の
定
着
に
繋

が
る
の
で
は
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●
市
長

　
保
育
士
が
確
保
で
き
な
い
原
因
を
分

析
し
た
上
で
、
処
遇
に
問
題
が
あ
れ
ば

改
善
し
、
業
務
分
担
や
組
織
を
見
直
す

な
ど
、
根
本
的
な
解
決
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
全
国
的
に
保
育
士
不
足
が
叫
ば
れ
て

い
る
中
、
国
と
し
て
も
一
定
の
処
遇
改

善
策
は
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
一
部
の
自
治
体
で
は
保
育
士
に
別

途
現
金
を
支
給
す
る
な
ど
、
独
自
の
処

遇
改
善
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
地

域
間
の
保
育
士
確
保
の
競
争
を
一
層
激

し
く
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
極
端
な
地

域
格
差
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後

も
、
国
が
主
体
と
な
っ
て
統
一
的
な
制

度
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
市
長
会
を
と
お
し
て
国
に
対
し
要

望
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
動
の
是
非・

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
つ
い

て

坂　　洋
　　　 議員

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

古川　よし枝
議員

保
育
事
業
に
つ
い
て
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行政視察報告

春日市のくれよんクラブの視察風景

福島市での営農型発電の視察風景

守谷市議会での研修風景

【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
】

　
研
修
日　
平
成
29
年
７
月
４
日
～
６
日

　
研
修
場
所　
福
岡
県
春
日
市
及
び
北
九
州

市
、
大
分
県
別
府
市

　
研
修
人
員　
６
人

　
研
修
内
容　
「
障
が
い
者
福
祉
施
策
に
つ
い

て
」
を
目
的
に
、
春
日
市
の

福
祉
施
策
、
発
達
障
害
児
・
肢

体
不
自
由
児
・
重
症
心
身
障
害

児
の
入
所
療
育
、
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
関
係
す
る
施
設

な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

【
経
済
常
任
委
員
会
】

　

研
修
日　
平
成
29
年
８
月
２
日
・
３
日

　

研
修
場
所　
福
島
県
福
島
市
及
び
伊
達
郡
川

俣
町

　

研
修
人
員　
７
人

　

研
修
内
容　
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
を
目
的
に
、
福

島
市
農
村
マ
ニ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ー

公
園
四
季
の
里
の
小
水
力
発
電

設
備
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
福
島
駅
エ

コ
ス
テ
、
営
農
型
発
電
（
ソ
ー

ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）
を
視
察

し
ま
し
た
。

【
議
会
改
革
特
別
委
員
会
】

　
研
修
日　
平
成
29
年
７
月
24
日

　
研
修
場
所　
守
谷
市

　
研
修
人
員　
６
人

　
研
修
内
容　
議
会
改
革
や
活
性
化
を
進
め
る

た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導

入
や
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
（
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
）
に
つ
い
て
、
実
践

さ
れ
て
い
る
守
谷
市
議
会
を
視

察
し
、
導
入
経
緯
、
活
用
状
況
、

課
題
な
ど
に
つ
い
て
研
修
し
ま

し
た
。
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　10月 4日、つくばみらい市議会では、片庭市長に平成 30年度予算編成・施策について、
下記の内容の要望書を手渡し要望活動を行いました。
　なお、この要望書は各常任委員会ごとに委員長が取りまとめ作成したものです。

予 算 要 望 内 容

（総務常任委員会）

１　適正な人員配置と人員確保

２　市民サービスの向上

３　効率的な行財政改革の推進

４　地域防災組織づくりの推進

５　ワープステーション江戸周辺における
　　地域振興の推進

６　交通安全対策の推進

７　空家対策の推進

８　構想路線の早期具体化

（教育民生常任委員会）

１　福祉・医療・介護の充実

２　保育・子育て支援の充実

３　放課後子どもプランの充実

４　安心安全な教育環境の整備と安全な
　　通学路の整備

５　義務教育施設の適正配置に向けた取組の
強化

６　障がい者福祉の充実

７　青少年の健全育成対策の強化

８　スポーツ・文化施設・図書館の充実

（経済常任委員会）

１　上下水道の安全安心な提供と適正な運営

２　雨水排水対策の推進

３　農家が意欲を持てる農業施策の推進と生
産・販路・直売所の拡大支援

４　中小商工業者への振興支援

５　フィルムコミッション、観光農業など、
観光産業の充実

６　広域幹線道路及び生活道路の整備

７　温暖化対策の推進、クリーンエネルギー
利用の促進と適正な設置の監視

８　市民協働のまちづくりの推進

平成30年度 予算編成に対する要望

正副議長と３常任委員長が市長に要望
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　東小学校 (大川校長 ) ６年生、伊奈東中学校（直井校長）２年生のみなさんが、議会の

一般質問を傍聴しました。

　感想文をお寄せいただきましたので、その一部をご紹介します。

　なお、市議会では、21世紀を担う子どもたちに小中学生の時代から議会に興味を持っ

ていただき、市民にとってより一層身近で親しみやすい議会を目指す取り組みを平成 20

年度より開始し、市内小中学校単位での本会議傍聴を促進しています。

　私は、議会を見学することで、「自分も
市民なんだ。しっかり」と思って嬉しくな
りました。
　室内は、普段ではありえないぐらいの沈
黙で、きん張しました。ですが、休けい時
間になると、議員の方々が議会について
色々と説明をしてくれたので、たくさん勉
強することができました。
　そして、今私が見ているこの会議が未来
のつくばみらい市を創っていると感じて
しっかりと引きしまった気持ちになりまし
た。
　市議会で働いている人はすごいです。こ
れからもがんばってください。見学させて
いただきありがとうございました。

東小学校６年１組　谷
や ぐ ち

口　優
ゆう

 さん 自分も市民と自覚して嬉しくなる
市議会での会議

東小学校６年１組のみなさん

小中学生のみなさんが議会を見学 !!
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　私は、議会を見学して次のようなことを
感じました。
　議場は、とても静かで、気が引きしまる
ような場所でした。問題点を質問し、それ
に対して考えを述べたり対策を話し合った
りするところは、私たちのクラスの話し合
いに似ていると思いました。
　私たちが住みやすい街にしていくため
に、どうしたらいいか真剣に話し合いをす
る議員や市役所のみなさんは、とても責任
の重い仕事をされていると感じました。
　今回、議会を見学して、議会や政治につ
いて、興味をもつことができました。貴重
な経験になりました。

伊奈東中学校２年１組　中
なかじま

島　藍
あい

 さん 議会を見学して

伊奈東中学校２年１組のみなさん

　私は議会見学に行って、議会での話し合
いに興味をもつことができました。私は、
小学校６年生のときにも一度議会を見学し
たことがあります。そのときは、難しい話
だと思い理解できないところもありまし
た。しかし、中学校からの社会の勉強も役
立ち、話を理解することができました。小
学校の統合や住民の健康など、私の身近に
あるものが、どのようにして管理されてい
るのかなど、興味が深まりました。
　また、議員の方たちと答弁する方たち、
全体をまとめる議長など、様々なところで
効率よく運営されている議会の仕組みもす
ごいと思いました。また見学に行きたいと
思いました。

伊奈東中学校２年２組　関
せき

　和
わ か な

奏 さん 議会見学を終えて

伊奈東中学校２年２組のみなさん
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※日程等については変更になる場合があります。なお、会期日程は、議会
運営委員会 ( 通常は開会日の７日前に開催 ) で協議され、定例会初日の
本会議で決定されますので、事前に議会事務局までお問い合わせ下さい。

平成 29 年　第４回定例会

本会議
（開会）

本会議
（閉会）

教育民生
常任

委員会

経済常任
委員会

休会 休会本会議
（一般質問）

総務常任
委員会

◆ 音声による議会だより ◆
ホームページより音声による議会だよりの配
信を行っています。音声は、ボランティア団
体『朗読グループかたくり』のご協力で音声
訳を作成しています。
また、社会福祉協議会を窓口に目の不自由な
方々を対象に、無料で CD の貸し出しをして
います。ぜひ、お聴きください。

◆ ご意見ご感想をお寄せください ◆
「議会だより」についてのご意見・ご感想をお
寄せください。今後の本誌編集の参考にさせ
ていただきます。また、議会についてのご意
見等ありましたら併せてお聞かせください。

◆ 会議録の公開について ◆
会議の会議録は、市ホームページ、市立図書
館、議会事務局でご覧いただけます。なお、
最新の会議録の公開開始は、各定例会終了か
ら概ね３か月後となります。

◆ 議会ＴＶ放映中 ◆
議会開会中、伊奈庁舎及び谷和原庁舎のロ
ビーに設置してあるテレビで、本会議の様子
を生中継しています。どうぞ、ご視聴くださ
い。

◆ インターネット録画中継配信中 ◆
つくばみらい市議会では、「市民に身近な、開
かれた議会」を目指し、ホームページより録
画中継の配信を行っています。それぞれの映
像の掲載期間は１年となります。どうぞ、ご
覧ください。

休会 休会休会休会

休会

◆ 市議会を傍聴しませんか !! ◆
議会は、特別な場合を除き、だれでも傍聴することができます。

◎傍聴の手続き
傍聴は、先着順で受付票に住所、氏名、年齢をご記入していただくだけで、傍聴席（定員５０人）
に入場できます。なお、常任委員会等の傍聴席は、定員５人となっています。

◎傍聴場所
つくばみらい市議会は、谷和原庁舎 3 階です。

■ 第３回定例会　　傍聴者数　178 人（うち小中学生　94 人）

お詫びと訂正
　議会だより第45号に誤りがありました。
　・P２	 誤「非支援者」　　　正「被支援者」
　・P15	 誤「堀江校長」　　　正「中野校長」
　お詫びして訂正いたします。


